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笠
置
の
ゆ
ず
生
産
地
は
栃
久
保
地
区

に
多
く
、
特
に
木
曽
川
が
近
く
に
あ
り

霜
が
降
り
に
く
く
自
然
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
て
、
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。町

内
で
は
、
年
々
植
林
し
て
い
て
現

在
の
組
合
員
43
名
で
約
１
，０
０
０
本

の
ゆ
ず
の
樹
を
管
理
し
て
お
り
、
今
年

は
６
ｔ
程
度
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
年
11
月
に
は
、
笠
置
ふ
る
さ
と
ゆ

ず
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

特
産
品
と
し
て
販
売
す
る
の
は
、
15

年
程
前
か
ら
で
「
ゆ
ず
組
合
」
と
し
て

は
10
年
目
に
な
り
、
２
年
前
に
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
み
か
さ
ぎ
」
を
設
立
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
組
合
で
は
10
名
の
役
員
で
ゆ
ず

を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
・
よ
う
か
ん
・
ラ
ス

ク
の
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
11
月
に

は
収
穫
し
た
ゆ
ず
を
パ
ー
ト
さ
ん
と
共

に
、
ゆ
ず
の
カ
ス
テ
ラ
・
ゼ
リ
ー
・
ジ

ュ
ー
ス
・
よ
う
か
ん
等
の
原
料
と
し
て
、

果
汁
・
皮
・
ペ
ー
ス
ト
に
加
工
す
る
作

業
を
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
組
合
員
の
方
の
高
齢
化
が
進

ん
だ
こ
と
で
、
ゆ
ず
の
収
穫
が
難
し
く

な
り
役
員
に
収
穫
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
担
い
手

が
い
な
く
な
り
管
理
が
出
来
な
く
な
る

心
配
が
あ
り
ま
す
。
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か
さ
ぎ
ゆ
ず



推進委員地区担当表

土
ひじ
方
かた
明
あ
日
す
香
か

丸
まる
山
やま
　宗
そう
亮
すけ

曽
そ
我
が
佳
か
奈
な
子
こ

渡
わた
会
らい
　邦
くに
憲
のり

西
にし
尾
お
ひろみ 梅

うめもと
本　信

のぶ
枝
え

夏
なつ
目
め
　廣
ひろ
美
み

梅
うめ
村
むら
　安
やす
範
のり

保
ほ
母
ぼ
　直
なお
彦
ひこ

安
あん
藤
どう
　秀
ひで
美
み

稲
いな
垣
がき
　定
さだ
男
お

渡
わた
邉
なべ
　忠
ただかず
和 市

いちかわ
川　幸

ゆきひろ
博 藤

ふじ
井
い
　正
まさ
博
ひろ

安
あん
藤
どう
　公
きみ
一
かず

伊
い
藤
とう
　弘
ひろみち
通 伊

い
藤
とう
　　清

きよし
安
あん
藤
どう
　利
とし
寛
ひろ

農業委員・推進委員が代わりました

任期：令和元年11月14日～令和４年11月13日  ※農：農業委員
 　推：農地利用最適化推進委員

2

大井町・長島町・東野
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
1
地
区

小
こ
板
いた
　宏
ひろまさ
正 農

大井町

大井町全域

纐
こう
纈
けつ
美
み
由
ゆ
紀
き 農 ―

矢
や
頭
とう
　重
しげやす
保 推 大井長島・丸池

小
お
栗
ぐり
　茂
しげ
美
み 農

長島町

永田・鍋山

水
みず
野
の
　雄
ゆう
二
じ 推 正家・中野

田
た
口
ぐち
　英
えい
二
じ 推 久須見

三
み
宅
やけ
　孝
たかよし
欣 農

東野

市道袖畑笠作線東側

土
ひじ
方
かた
明
あ
日
す
香
か 農 東野駅北西周辺

三
み
宅
やけ
　一
かず
彰
あき 推 市道袖畑笠作線西側

三郷町・武並町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
2
地
区

丸
まる
山
やま
　宗
そう
亮
すけ 農

三郷町

野井・椋実（副）

稲
いな
垣
がき
　定
さだ
男
お 推 佐々良木

渡
わた
邉
なべ
　忠
ただかず
和 推 野井・椋実（正）

曽
そ
我
が
佳
か
奈
な
子
こ 農

武並町

藤（副）

渡
わた
会
らい
　邦
くに
憲
のり 農 竹折（正）

市
いちかわ
川　幸

ゆきひろ
博 推 藤（正）

藤
ふじ
井
い
　正
まさ
博
ひろ 推 竹折（副）

任期：令和元年11月14日～令和４年11月13日  ※農：農業委員

笠置町・中野方町・飯地町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
3
地
区

林
はやし
　　広

ひろかず
和 農

笠置町
全域（正）

吉
よし
田
だ
　廣
ひろ
美
み 推 全域（副）

安
やす
江
え
　建
たて
樹
き 農

中野方町
全域（正）

柘
つ
植
げ
　豊
ほう
生
せい 推 全域（副）

柘
つ
植
げ
　賢
けん
二
じ 農

飯地町
全域（正）

纐
こうけつ
纈　政

まさゆき
行 推 全域（副）
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農業委員・
農業委員

三
み
浦
うら
　寿
とし
子
こ

井
い
口
ぐち
　英
ひで
博
ひろ

大
おおしま
島　政

まさゆき
幸

小
こ
板
いた
　宏
ひろまさ
正 纐

こう
纈
けつ
美
み
由
ゆ
紀
き

小
お
栗
ぐり
　茂
しげ
美
み

三
み
宅
やけ
　孝
たかよし
欣

林
はやし
　　広

ひろかず
和 安

やす
江
え
　建
たて
樹
き

柘
つ
植
げ
　賢
けん
二
じ

石
いしかわ
川　進

しんいち
一

農地利用最適化推進委員

水
みず
野
の
　康
こうぞう
造 堀

ほり
　　成

しげ
行
ゆき

加
か
藤
とう
　憲
けん
治
じ

堀
ほり
　　辰

たつふみ
文

矢
や
頭
とう
　重
しげやす
保 水

みず
野
の
　雄
ゆう
二
じ

田
た
口
ぐち
　英
えい
二
じ

三
み
宅
やけ
　一
かず
彰
あき

吉
よし
田
だ
　廣
ひろ
美
み

柘
つ
植
げ
　豊
ほう
生
せい

纐
こうけつ
纈　政

まさゆき
行 後

ご
藤
とう
　公
きみ
男
お

農地利用最適化推進委員農業委員

農業委員と農地利用最適化推進委員の選任イメージ

地域の農業者や農業団体

農業委員会市町村長

推薦・公募

同意 任命 委嘱市町村議会

青年 女性

委農委

農業委員・推進委員が代わりました

3

岩村町・上矢作町
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
4
地
区

石
いしかわ
川　進

しんいち
一 農

岩村町

岩村（正）

西
にし
尾
お
ひろみ 農 富田（副）

後
ご
藤
とう
　公
きみ
男
お 推 岩村（副）

安
あん
藤
どう
　公
きみ
一
かず 推 富田（正）・飯羽間（副）

伊
い
藤
とう
　弘
ひろみち
通 推 飯羽間（正）

梅
うめもと
本　信

のぶ
枝
え 農

上矢作町

下地区（副）

夏
なつ
目
め
　廣
ひろ
美
み 農 下地区（副）

伊
い
藤
とう
　　清

きよし 推 下地区（正）

安
あん
藤
どう
　利
とし
寛
ひろ 推 上地区

山岡町・明智町・串原
地区 氏　　名 住　　所 担当地区

第
5
地
区

梅
うめ
村
むら
　安
やす
範
のり 農

山岡町

田沢・上手向

三
み
浦
うら
　寿
とし
子
こ 農 釡屋・下手向

水
みず
野
の
　康
こうぞう
造 推 馬場山田

堀
ほり
　　成

しげ
行
ゆき 推 久保原

加
か
藤
とう
　憲
けん
治
じ 推 原・田代

井
い
口
ぐち
　英
ひで
博
ひろ 農

明智町

静波（東方・杉野・野志）

堀
ほり
　　辰

たつふみ
文 推 旧明知・横通

保
ほ
母
ぼ
　直
なお
彦
ひこ 推 吉田（大田・吉良見・大泉・阿妻）

大
おおしま
島　政

まさゆき
幸 農

串原
全域（閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根以外）

安
あん
藤
どう
　秀
ひで
美
み 推 閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根
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4

農地は普段から適正な管理を行わないと雑草や灌木が繁茂して病害虫の発生源となり、有害鳥獣の潜伏やゴ
ミ・空き缶等の不法投棄も懸念され、周辺農地や近隣住民の方に多大な迷惑をかけることになります。生活環境
を損なわないためにも土地所有者（または管理者）の方は雑草除去等に努め適正な管理をお願いします。また、雑
草除去等の処置ができない場合は、シルバー人材センターへ依頼するなど土地所有者（または管理者）の方は近
隣住民の方に迷惑をかけないよう適正な管理をお願いします。

 

会
長　

柘
植　
賢
二

昨
年
、
11
月
に
農
業
委
員
、
推
進
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
農
業
委
員
19
名
、
推
進
委
員
22
名
が
任
命
さ
れ
、

会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
飯
地
町
出
身
の
柘
植
賢
二
で
ご
ざ

い
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

改
め
ま
し
て

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
穏
や
か

な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

恵
那
市
農
業
委
員
会
と
し
て
今
年
は
、
恵
那
市
農
業
振
興

計
画
の
見
直
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
取
り

組
み
、
恵
那
市
の
農
業
振
興
に
貢
献
で
き
る
よ
う
委
員
一
同

協
力
し
て
邁
進
い
た
す
所
存
で
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
山
間
地
の
多
い
恵
那
市
で
は
、
効
率
的
な
農
業
経
営
の

模
索
に
農
業
者
は
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
農
地
利
用
に
つ
い
て
農
家
の
皆
様
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
基
に
恵
那
市
の

関
係
機
関
や
農
家
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
、
農
用
地
の
有

効
利
用
、
耕
作
放
棄
地
不
作
地
の
増
加
、
担
い
手
不
足
、
農

業
者
の
高
齢
化
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
で
、
地
域

と
農
家
の
現
状
を
各
地
域
で
話
し
合
っ
て
い
こ
う
と
計
画
を

た
て
て
い
ま
す
。

地
域
で
農
業
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
農
家
の
皆
様
と
共

に
知
恵
を
出
し
合
い
良
い
方
向
に
進
め
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
２
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
一
年
に
成
り
ま
す
様
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

農地の適正な管理をお願いします　！

❶　ゆずを水洗いし、ゆずの上部を１対９の位置で切り、ふたを作る。
❷　ゆずの皮を破らないよう中身をくりぬき、ふたと身をぬるま湯につける。
❸　❷をぬるま湯からあげ、乾いたら丁寧に白い綿をとる。
❹　砂糖と小麦粉を混ぜてふるいにかけ、Aを入れる。そこに味噌とごま、
くるみをだまにならないよう注意して混ぜ合わせる。

❺　くりぬいたゆずに❹を、スプーンの背を使って８分目まで詰める。
❻　❺にふたをし、飴色になるまで60分程蒸す。
❼　熱いので軍手などをして❻をぬれ布巾につつみ、蒸したゆずから噴き出たみそを詰め直し、形を
ととのえる。

❽　天日で乾燥させ、しっかり乾いたら完成。（一週間くらいは毎日形をととのえる）

材 料

1

フタになる
⬇

9

ゆず釜
（ゆべし

）

レ シ ピ
10個分

◆編集委員◆　三浦　寿子・梅本　信枝・西尾ひろみ・曽我佳奈子・纐纈美由紀・土方明日香

会
長
あ
い
さ
つ

　●　薄くきってウイスキーやお茶のおともに
　●　かまぼこに薄く切ってはさんで

作り方

食べ方

ゆず………… 10個
味噌………… 500ｇ
砂糖………… 250ｇ
小麦粉……… 250ｇ

　　酒………… 1カップ
　　みりん… 1／2カップ
ごま………… 1／2カップ
くるみ…………… 10粒

Ａ

恵那ばあちゃんの手料理帖
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